
第27回総会〕 食物学51

　　　Ａ－105胡布の便弔斌に向寸る一n 察
　　　　　　安堵学圓大　　稲垣翠

　目的　最止食生濯・洋風化宍伴つt, 香辛料の種頬ヽ便‥方算､;つ‥T書ヵヽれた記

私書物色多くみヵヽけろよう･こなった．又加工食品やインス9ント食品の調味にIt-

牧種頻の右岸粁を調合し7 -昧和書リtir リ出し7 り･%とヽ･われT 'Iろ．日本T･･は外
末（

れた胡楸、シナモ.ソ. クdーブ≒ちﾒｯｸﾞ. 単'よ、す3.世紀末ヵヽり.ナ六世紀にめﾅて

3 －゜ツパヱ｀ばれらの履得とμ已をめi"けこﾉ‾史が｀晨叩されたが≒当時のa本で･よ
う
陛
１
グ

ど
ト

だった･r, ft-。南アジアのス/りスじ

にクいように廻はれる。

法　今凪･ま胡雍を中･いい古軒理書に記さ九た便甲法力｀ら、（）i末・新らいゝ昧、

覚へ・n･嗅庇一削iタ,il)胡権川更i，加こみ､りれる味覚の変濃、善につ･)T考察し、更･こ

これら･･゛｀ヨーロツパヤフ中国のスパイス弗専の万史とこと'のような卯糸にあづこかL考察

けい'と廻ヽう。

　結綸祭良のよ倉院御^のわこは長明檄と普通胡槻が｀現存iれ- ヽ･ずれもインド'産

(7)もめT'あ４い･う。当時･太庸重反薬弗-^･あっむ。中国r^^唐の噺修本恥 に始めて

その名がヽ記£されて.> るが｀、調味升とし７普及したの･よ東位の年)の吻T･･あると･う

゜日オヽの粁理t･こ胡散ﾀﾞ)名が｀みえろ・（叟町瞭代てiり時頃沁書ヵ｀れだ暖簾泉料理も

Tあろが｀、収　7t ■明助にかけI中a I-1* 胡碓の大桑零時代｀が｀出現すろび、この影響

μ｀日本､ニも現われ^ りろことは興喘濯り。　　　　　　　　　　　　　　　　｀'

　　　A－106 核歌難の調理性則司すり研柘c^ j 瓶）旛湧・無声匹つv> て

　　　　　　束京家政大家政桜井久子

　目自り　核影梢･--IS-. 梅・挑・香・経桃等おあ-^ ，ケI 靫-i･■it梅恥喫I-'っいt 肩菟し

曹r- 或分が最以す§ -J尺えを知3為に格鳴≪ 脊佩･-'つい-X 5ヶキ･･孝'I 観募及び浦験

･，餓Mリ七. 戎ヵヽ;図で･.廬怜・食用I".ついて右，ヽT" タ* も"5 ■傾け弟に重要*調味料･りル

いい　華用にt す傅孝や/I作/掛に加ご-t i^ い丿い接果曳ヽ奪百すｙ

町死取し俘/健土-・効界--& あIf-て＼Aにとμわ丿知っX ^･-5 亨-C- がハ　この成今i

人体ニ及汲有効用'--つい　て解明L . fいこ検事賓・,調理性*研呪i か・-C-無告? 3 ．

　彦咳　本有騰四卜ヽ参戦軒I*. 完郷，有梅s叡練り≪作#埋・吟鮪レ勅践餅屋ン

匝も粧逞■材料配脊・引合･ 藻及r- dfにt を政ﾝ兄・ア‘ロー‘レif及Iリ=^ 劾し呼厦

テスヽ･i｀4飴學根智を行八

　紡恥

タ
　
ヨ

　捧f 釈ヵ加齢I* . 凛員i穆^り良すで‘iぶ　･ 漫冷^1/タβ-x･岡岡iヽi) i憂･献1^-m.り■ BO

0 M低-* ゛｀妁－1' 発色ずる. bo 1^t-けぎ上- つ戸知*ヽ市鷹'-- 止り恥砂纏吋季す3 曳

程.成分・遥出-iい･5 (-■’3しい

　･2 'f抜き桟．柵畢（^.取り^した帑鴻i*、最も明T'く鮮ヵ^-≫ を初-k ^ r 5

　゛之-bv゛>) 兼味しい掻i'S,ﾆﾌぐ-5 ）りi . 辞●咳] ゲゲヽI-- サ声t- ,}･匁・明If マ

　パ% 疎町i. 降り %.

　ここi,v≫ >> 兼味しい掻

適ﾉ賢り叫いに穆 阿

長4月向剱収わいしI?)

1ヽ‘あ3//-■J>^外't ･1 1･ % ・■桔脊-J ?^≪ f <しーil-n r

助^ Itす１ -"t が'諸炉めら･Iしち


